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横
浜
市
長林 

文
子

『
自
転
車
・
バ
イ
ク
・
自
動
車
駐
車
場 

パ
ー
キ
ン
グ
プ
レ
ス
』誌 

発
行
人

森
井  

博

特集 『自転車・バイク・自動車駐車場   パーキングプレス』誌 発行人・森井 博が聞く
パーキング業界の明日72

【プロフィール】　東レなどを経
て、1977年ホンダ販売店に入社。
トップセールスとして活躍。その
後、BMW東京㈱代表取締役社
長、㈱ダイエー代表取締役会長
兼CEO、日産自動車㈱執行役員
などを歴任。2009年8月、横浜
市長に就任。現在2期目。指定
都市市長会会長、中央教育審議
会委員等を務める。14年在日米
国商工会議所（ACCJ）「パーソン・
オブ・ザ・イヤー」等受賞歴多数。

林 文子        氏

横浜市長ゲ ス ト

（はやし ふみこ）
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を数多く管理していただいています。横
浜市の大きな課題である放置自転車対策
にご協力いただき、感謝しています。

森井　まずお伺いしたいのが、横浜市
の交通施策の中でも、現在、横浜の都心
部で展開しているコミュニティサイクル
「baybike」です。こちらは3年間という
長期の社会実験を経て本格導入し、導入
後も好評ということですが、全国的に見
ても横浜は進んでいる印象です。改めて
事業の経緯をお聞かせください。
林　横浜市では、都心部を自由に楽しく
巡る移動手段として、「baybike」がすっ
かり定着しています。当初は、公民が連
携した日本最大規模の社会実験として、
平成23年度にスタートしました。25年
度までの3年間で、自転車台数は100台
から300台に、サイクルポートの数も14

か所から34か所に規模を拡大し、会員数
は約19,000人にまで増えました。何よ
り、1日当たりの利用回数が、初年度の
約110回から約380回と3倍以上に増加
し、横浜観光はもちろん、仕事での移動
やちょっとした買い物の足として、利用
の幅が大きく広がりました。
森井　社会実験として、大変な成果を収

でしょうか。
林　はい。でも、おかげさまで、女性
ならではの共感力や受容力をいかした
「おもてなしのセールス」で、結果として、
トップセールスになることができまし

た。営業成績最下位の支店の支店長を任
された時には、成績の振るわない営業マ
ンたちに寄り添い、褒めて力を引き出す
ことで、支店の成績がトップになりまし
た。その後、ファーレン東京（現フォルク
スワーゲンジャパン販売）や、BMW東京、
ダイエー、日産自動車と、4つの企業の経
営者となり、現在は、市長になりました
が、民間企業でも行政でも「人がすべて」
という経営の要は変わりません。リテー
ル業界で培ってきた「共感と信頼」を、市
長になってからも方針として掲げました。
福祉サービスからまちづくりまで行政が
取り組む範囲は本当に幅広いものですが、
こうした姿勢はそのすべてに必要なこと
です。
森井　自転車や道路関連など交通行政
についても同様の方針で臨まれているの
ですね。
林　まちづくりや交通施策も、そこに生
活している人がいる、お使いになる人が
いる、ということを念頭に、関係者の皆
様と丁寧に議論を積み重ねることが大切
です。行政の仕事には、時間はかかりま
すが、将来を見据えて事業を動かす醍醐
味があります。森井様には、駅前駐輪場

　平成23年度から日本最大規模のコ
ミュニティサイクル社会実験としてス
タートし、本格導入に至った「baybike」
に加えて、「チョイモビ」「smaco」など
のカーシェアリングも実施。常に他に先
駆けて新たな公共交通を導入し続けてい
る横浜市は、パーキング業界にとって目
が離せない自治体だ。今回ゲストにお迎
えしたのは、陣頭指揮を執る林文子横浜
市長。進化を続ける「 baybike」や自転
車通行空間整備など、最新の取組を伺っ
た。（対談収録2016年3月14日）

森井　林市長は、横浜市長になられる前
は、自動車業界に長くいらっしゃったそ
うですね。
林　はい。高校を卒業してすぐに、当時の
花形企業だった大手繊維メーカーに就職し
たのですが、男女雇用機会均等法が施行さ
れるより20年前だった当時は、男性と女性
の仕事に線が引かれていて、女性には、男
性の補助的な仕事しか与えられませんでし
た。「男性と同じように責任ある仕事がした
い」と転職を繰り返し、31歳の時にようやく
出会ったのが、自動車販売の仕事でした。
森井　当時はまだ自動車販売の業界で
も、女性は非常に珍しかったのではない

民間企業でも
行政でも
人がすべての要になる

2年前の本格導入後
進化を遂げた
「baybike」

特   

集

❶横浜市民や地元のビジネスパーソン、横浜を訪れる観光客など多くの
人の快適な移動手段として定着しているbaybike　
❷自転車の入出庫、精算などはすべて自転車本体に搭載されたリーダー
で行う仕組み（いずれも横浜市提供。次ページ以降、林市長、森井発行人
の写真以外の画像もすべて横浜市提供）

❶

❷
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森井　これだけの成功を収めている理
由について、市長はどうお考えですか。
林　現在、事業を実施している横浜都心
部は、港を囲む素晴らしい街並みの中に
魅力的な観光スポットが広がると同時に、
多くの企業が集積するオフィス街でもあ
ります。「 baybike」の利用状況を見て
みると、平日は通勤や仕事で駅と周辺エ
リア内を短距離に移動する方が多い一方
で、休日は港周辺の観光スポットを巡る
長距離の移動手段としてご利用いただい
ています。平日は仕事に、休日は横浜観
光にと、それぞれの目的にあわせて多く
の方にご利用いただいているのが大きな
特徴です。またこのエリアには、みなと
みらい線、市営地下鉄、JRといった鉄道
各社と、複数のバス路線が走っています。
こうした公共交通と「 baybike」を上手
に組み合わせてご利用いただくことで横
浜の街の楽しみ方がさらに増しています。
森井　オフィス街と観光地、横浜のこう
したエリアの特性というのも大きいので
すね。また、公共交通と組み合わせるこ
とによって利用の幅が広がっていること
も重要ですね。
林　日本では現在約70の都市でコミュ

7月からは、㈱ローソン様のご協力で、登
録手続き・超過料金不要で30分以内な
ら1日何度でもご利用いただける「 30分
繰り返し使えるパス（30くりパス）」を販
売しています。
森井　30分単位で何度でも使えるパス
というのは、利用者目線を活かした利便
性の高い仕組みですね。
林　ありがとうございます。横浜都心
部のローソン各店舗を含め18か所で販
売しており、横浜を1日ゆっくり巡って
観光したいという方などのご利用が増
えています。また、岩崎学園横浜デジ
タルアーツ専門学校の学生の皆様には、
「baybike」のポスターや広告動画を制作
していただき、横浜駅をはじめエリア内
でのPRに活用させていただいています。
森井　既に「 baybike」は、横浜という
街全体に受け入れられているのですね。
林　本格実施後、おかげさまで今では会
員数も37,000人を超え、1日あたりの
利用件数も約440回と増え続けています。
これからの季節は、自転車での横浜観光
には最適です。みなとみらい21地区の
サイクルポートで「 baybike」を借りて、
横浜赤レンガ倉庫、象の鼻パーク、山下
公園と海岸沿いを抜け、元町・中華街
を巡って、山手の丘まで走ってみるのも、
とても気持ちがいいと思いますよ。是非
「baybike」で、横浜の街をお楽しみいた
だきたいと思います。

めたようですね。
林　「 baybike」をご利用いただいた皆
様から、「自家用車から自転車利用に切
り替えた」「都心部の滞在時間が増えた」
「回遊性が向上した」などの声をいただ
き、具体的な成果につながっていること
がわかりました。横浜市としても、こう
した社会実験を通じ、低炭素化に向けた
取組に加え、都心部の活性化や観光振興
にも非常に効果があることが分かりまし
たので、平成26年4月から本格導入に移
行しました。
森井　本格導入後の状況はいかがで
しょうか。
林　さらなる事業規模の拡大と利用者
の増加を目指していまして、平成27年3

月からは、すべての自転車を電動アシス
ト機能付の自転車にリニューアルし、新
サービスの提供を開始しています。こ
れまでは、専用カウンターまでお越しい
ただく必要があった利用登録の手続き
が、パソコンや携帯電話から24時間い
つでも行え、観光客の方にも気軽にご利
用いただけるようになりました。電動ア
シスト付の自転車になったことで、坂道
や、長距離の移動も快適になったとご好
評いただいています。また、自転車本体
にGPSや自動ロック機能などを搭載し
たことで、これまでよりも小さなスペー
スでサイクルポートが設置できるように
なりました。既に、みなとみらい21地区
や桜木町駅周辺、山下公園など、特にご
利用の方が多いエリアに、サイクルポー
トの新設・増設を進めています。今後は、
山手地区や関外地区にもエリアを拡大し
ていく予定です。
森井　現状のサービスレベルにとどま
ることなく、様々な改善をなさっている
ことは素晴らしいですね。
林　「baybike」は、横浜市と㈱ドコモ・
バイクシェア様が協働して進めている
事業ですが、この他にも多くのご企業か
らサイクルポート用地の提供をはじめ、
様々なご協力をいただいています。昨年

さらなる利便性向上を
目指して
他都市との連携も検討

みなとみらいエリア、赤レンガ
倉庫前など多くの観光スポット
になじむbaybikeのスマートな
フォルム。ポートのデザインも
洗練されている
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思っています。コミュニティサイクルに
は、環境、観光、健康などに貢献する新
たな交通手段としての大きな可能性があ
りますので、一人でも多くの方に利用し
ていただけるよう取り組んでいきます。

森井　先ほどの「baybike」のお話の中で、
自転車通行空間の整備の必要性や外国人
観光客の利用者増に向けた取組について
お話がありました。一方で、平成27年6

月の道路交通法の一部改正で自転車利用
者の利用マナーの徹底が求められていま
す。そのような中で、横浜市は現在、「自
転車総合計画」を策定中であると伺いま
した。その狙いと概要についてお聞かせ
いただけますか。
林　最近、環境や健康への関心が高まり、
自転車の利用が見直され、通勤・通学や
買い物、レジャーなど、日々の暮らしの中
で、自転車を利用する方が増えています。
お子さんから高齢者まで幅広く利用でき
る便利な乗り物である一方で、自転車に
乗る際のルールやマナーが十分に浸透し
ておらず、自転車による事故も多く発生
しています。
森井　そうした背景を受けて「自転車総
合計画」の策定を進めているというわけ
ですね。
林　はい。皆様が正しく快適に自転車
を利用できる街を目指して、今後10年
間の取組をまとめた総合計画の策定を進

客施設の近くなど、さらに便利でわかり
やすい場所へのサイクルポートの設置を
進めていきます。あわせて自転車の車体
広告の活用など、利用料以外の収入の確
保にも努めていきます。
森井　自転車通行空間の環境整備につ
いてはいかがでしょうか。
林　自転車で気持ち良く横浜の街を移
動していただけるよう、エリア内の通行
空間もしっかり整備していく必要があ
ります。みなとみらいエリアなど一部の
エリアでは自転車専用レーンを設置す
るなど、自転車が通行しやすいように整
備を進めています。今後、他のエリアで
も、利用促進と並行して通行空間の整備
を進めていきます。その他には、特に近
年増加している外国人観光客の皆様にも
「baybike」をご利用いただき、横浜の魅
力を満喫していただきたいと考えていま
す。既に英語のホームページをご用意し
ていますが、今後より多くの言語に対応
していきます。
森井　多言語対応は国際都市である横
浜らしい対応ですね。
林　引き続き、鉄道やバスなどの公共交
通機関とスムーズに乗り換えができるよ
う、また、地域の皆様にもご協力いただ
きながら「 baybike」を利用した横浜の
街の多彩な楽しみ方をご提案できるよう、
横浜の街全体で盛り上げていきたいと

ニティサイクルが導入されていますが、
日本国内でのコミュニティサイクルの歴
史はまだまだ浅いです。そのため、事業
手法も模索している状況で、各都市ごと
に多岐にわたっています。世界を見ると、
例えばロンドンやパリなどの大都市では、
何千台という規模で実施されていて、日
本国内でもまだまだ事業規模を拡大し
ていく余地が十分に残っていると思っ
ています。自転車をシェアすることで環
境にも良いということ、さらには都市で
の暮らし方、楽しみ方の幅が広がること
をしっかりPRしていきたいと思います。
東京では2020年オリンピック・パラリ
ンピックを見据えて、江東区、千代田区、
港区、中央区の4区で、それぞれの区で
貸し出したコミュニティサイクルをどの
区でも返却できるような連携が進んでい
ます。横浜市でも、今後、東京都区部を
はじめ他都市との連携を図り、市民の皆
様がさらにご利用しやすい事業にしてい
きたいと考えています。
森井　順調な滑り出しを見せているよ
うですが、事業の継続という点で課題が
ありましたら教えていただけますか。
林　今後の事業の継続に向けて、コスト
の削減はもちろんのこと、利便性を向上
させ、いかに利用者を増やしていくかが
重要です。事業規模を拡大し、利用しや
すさを向上させていくためにも、駅や集

4つのテーマを柱に
「自転車総合計画」を策定

特   

集

世代を問わない利用のしやすさ、環境や健康への効果など、自転車が持つ可能性や今後の展望などをお話いた
だいた（横浜市庁舎の市長応接室にて撮影）

みなとみらいエ
リアに整備さ
れている自転
車専用レーン

対談   林 文子 × 森井 博72パーキング業界の明日
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期待できそうです。計画のテーマにはほ
かにも「はしる」、「とめる」というハー
ド面に関しての内容もありますが、そこ
で触れている「自転車通行空間整備」に
ついて、その考え方や今後の展開などを
お聞かせいただけますか。
林　自転車通行空間の整備については、
これまで主に市内の主要拠点を結ぶ広域
的な整備を進めてきました。今後は、「自
転車総合計画」に基づいて、鉄道駅周辺
など自転車の集中する地域や事故の多い
地域に重点を置いた面的な整備に取り組
んでいきたいと考えています。
森井　「面的な整備」とはどのような内
容ですか。
林　鉄道駅周辺などにおいては、自転車
が歩行者に接触する事故など、危険な状
況が多く発生していることから「重点エ
リア」と位置づけて対策に取り組みます。
具体的には、自転車の車道左側通行が守
られるよう、自転車レーンの整備や自動
車通行位置の明示など、それぞれの道路

ればなりません。まず、自転車での交通
ルールをしっかりご理解いただき「意識
改革」を促そうというのが「まもる」の考
え方です。
森井　昨年6月の道交法改正以降、全国
的に自転車免許制の是非が話題になって
いるだけに、横浜市のそうした取組は注
目に値します。「意識改革」の内容を詳
しく教えていただけますか。
林　道路交通法などの基本的なルール
に加えて、間違えやすいものや判断に
迷うものを具体的に示し、ルール違反に
よって周りにどのような迷惑が及ぶかな
ど、ルールの必要性を納得できるような
内容にしていきます。そして、周囲に配
慮した自転車の使い方やマナーについ
ても、まとめていければと考えています。
さらには、取りまとめたルールを実践で
きるような環境整備も進めていきます。
森井　なるほど。自分がルール違反を
すると周りにどんな迷惑が及ぶかまで踏
み込んでいるのは具体的であり、効果が

めています。ルールをわかりやすく示し、
守れる仕組みをつくる「まもる」、自転車
通行空間を整備する「はしる」、駐輪環境
を整える「とめる」、自転車の新しい可能
性を広げ、活用できる環境を整える「い
かす」の4つのテーマごとに施策をまと
めています。28年度のなるべく早い時
期に計画を確定し、自転車施策を総合的
に進めていきます。
森井　4つのテーマに沿ってシンプルに
まとめていらっしゃいますね。それぞれ
のテーマの中でもマナーという点では、
「自転車総合計画」のテーマの「まもる」
というところが大切かと思いますが。
林　自転車は道路交通法上の「軽車両」
として、様々な交通ルールが定められて
いますが、自動車のように運転するのに
試験や免許が必要なわけではありません。
ルールを知らないままに自転車に乗って
いる方もいらっしゃるのが現実です。そ
こで、横浜市では、市内での自転車利用
の規範を策定し、ルールを学ぶ場づくり
とルールを教えることができる人材の
育成を進めていきたいと考えています。
「みんなが快適に過ごせるまち」を実現
するためには、自転車に乗る人に対して
も、乗らない人に対しても、“自転車の
利用ルールを知らない”“知っていても守
らない”という状況を減らしていかなけ

❶平成26年8月、相模鉄道瀬谷駅
北口駅前広場で設置された民設民
営の駐輪場。道路区域である駅前
広場では初の設置となった
❷車道左端に矢羽型の路面標示を
設置するなど各地域の道路事情に
合わせて自転車通行空間の整備を
実施している
❸「横浜市自転車総合計画（素案）」
の概要版表紙

❶

❷ ❸
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対談記事のバックナンバーもご覧いただけます。

過去の対談ゲストの方は、WEBでご紹介しています

または http://www.parkingpress.jp/taidan/  にアクセス

で検索パーキングプレス 対談

【パーキングプレス 発行人】  森井 博 のプロフィール
●  一般社団法人 日本パーキングビジネス協会 理事長
●  一般社団法人 自転車駐車場工業会 会長
●  一般社団法人 日本シェアサイクル協会 専務理事
●  東京八重洲ライオンズクラブ 会員
●  六本木男性合唱団 団員
●  サイカパーキング（株）、日本駐車場救急サービス（株）、
　 モーリスコーポレーション（株） 夫々代表取締役CEO

【略歴】	 1938年（昭和13年） 宮崎県延岡市生れ77才。
	 1957年（昭和32年） 石川県立金沢泉ヶ丘高校卒
	 1961年（昭和36年） 東京商船大学（現東京海洋大学）卒
	 1961 ～ 1979年 石川島播磨重工業（現：IHI ）
	 1979 ～ 1991年 東芝
	 1991年～ 現職

【趣味】　ゴルフ・ドライブ・歌・テニス・野球・水泳

【遍歴】	 水泳（漁港で漁師の子供達と一緒に育ったため、小学生になる前
から泳ぎが得意、野球（中学生までは本気でプロ野球選手になる
つもりであった。元西鉄ライオンズ 故・鉄腕 稲尾和久投手、完
全試合男 田中勉投手、元巨人 淡河弘捕手は友人。原辰徳前監督
の父 故・貢氏からはボクサー犬を貰った仲。少年野球コーチ6
年間）、陸上競技（短距離、ヤリ投げ、インターハイ2回出場、オ
リンピック３回出場の東京陸協 大串元会長とは友人）、テニス

（元デ杯選手 本井満氏のコーチでかなりの腕前になるも、45歳
時アキレス腱断裂で引退）、ゴルフ（熱心に勉強するも、なかな
かシングルになれない。これをヘタの横好きという）車好きで、
国産車、外国車数台所有。自転車は年齢を考え余り乗らないが、
数台所有。健康のため、事務所にフィットネスマシーン５台を置
き、毎週数回トレーニングは欠かさない。

めて設置した結果、買い物利用による放
置自転車が大幅に減少し、駅を利用され
る方の通行がスムーズになりました。横
浜市では放置自転車が特に多い駅を優先
対応駅と位置づけ、民間事業者の皆様と
の連携や民営駐輪場への補助制度の拡充
など、それぞれの状況に応じた対策を重
点的に進めていきます。
森井　ここまで自転車施策についてさ
まざまな施策をお伺いしてきました。最
後にそれらの取組を通して、今後の横浜
市がめざす、駅周辺の街づくり、道づく
りの姿についてお聞かせください。
林　「はしる」「とめる」のハード整備は、
特に駅前など自転車利用の多い地域では、
各地域の特性を踏まえながら、街づくり
と連動して進めていく必要があります。
生産年齢人口の減少や少子高齢化の進展
が予測される中、多くの人や企業を呼び
込み、誰もが住みたい、住み続けたいと
思える街づくりを進めていくことが重要
です。自転車総合計画で掲げている様々
な施策の展開はもちろん、まちのバリア
フリー化や無電柱化の推進、バス等の利

事情に応じた整備を進められるよう、エ
リアごとに実行計画を策定していきます。
地域の皆様をはじめ、各道路管理者や交
通管理者の皆様とも十分に連携し、自転
車利用の実態や事故の発生状況なども踏
まえながら、歩行者や自転車、自動車の
それぞれが安全に通行できるように取り
組んでいきます。
森井　道路管理者、交通管理者だけでな
く、日常的に自転車を利用されている地
域の方々にも協力していただければ、よ
り効果的な整備になりそうです。続いて、
「とめる」という視点での駐輪スペース
を確保することも大切かと思います。駐
輪対策についてお聞かせください。
林　横浜市ではこれまで、駅前を中心に
収容台数約10万台の駐輪場整備等の対
策を行った結果、放置自転車台数は大幅
に減少しています。一方で、一部の地域
では、買い物利用による放置自転車が依
然として課題となっています。こうした
状況への対策として、例えば瀬谷駅北口
駅前広場では、平成26年8月に民設民営
の駐輪場を道路区域である駅前広場に初

便性の向上など、あらゆる施策や事業を
一体的に組み合わせることで、駅周辺の
利便性や魅力の向上に積極的に取り組ん
でいきます。
森井　多分野における施策によって、横
浜市がさらに洗練された自転車先進都市
になることに期待したいと思います。本
日はお忙しいところ、誠にありがとうご
ざいました。

特   

集
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